
















































Interventions and Supports for Students with Disabilities 
to Increase Appropriate Behavior Reducing Problem Behaviors









































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































(１)対象－通常学級 １学年 Ａ児 
(２)標的行動－授業中の手いたずら、離席 
(３)手続き－リーフレットの考え方を担任に説明。者





















































     
望ましい行動が 
起こりやすくなる工夫 
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 ・やらなくて済む ・好きなことをやっていられる 
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図９ Ｄ児の行動分析シート 図９　Ｄ児の行動分析シート 
 
５．事例Ⅴ 








































行動前の事象  気になる問題となる行動  行動後の事象 
・登校すると教室に1人 
・色々  
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 それでも起きてしまったとき  起きてしまったときの対応 
  ・本人と話をして、学習開始の時
間を決める（タイマーを使う） 
ベースライン期 支援介入期 
（日） 
（分） 
図12 Ｅ児の標的行動継続時間 
・ＡＢＣの枠組みで考えた支援を実際にしてみて児
童の望ましくない行動の理由をはっきさせること
ができた。支援の有効性がすぐ分かった。 
・行動分析シートで支援を検討したことは、原因や
対策が整理されて分かりやすくなり、支援をしや
すくなる。教師が事前の手立てを考えたり工夫を
したりすることがとてもよいと思った。 
 
図11 Ｅ児の行動分析シート 
・問題となる行動を指導するだけでなく、行動の理
由を考えるようになった。 
・これまで問題となる行動（Ｂ）に注目しがちであ
ったが、その事前（Ａ）事後（Ｃ）に目を向ける
ように変わった。事前の手立てや支援の工夫を意
識するようになった。 
・困っている児童に対してどのアプローチがあって
いるのかを多方面から考えるようになった。 
・児童に対する支援の一つ して有効である。 
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・行動分析シートで支援を検討したことは、原因
や対策が整理されて分かりやすくなり、支援を
しやすくなる。教師が事前の手立てを考えたり
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・問題となる行動を指導するだけでなく、行動の
理由を考えるようになった。
・これまで問題となる行動（Ｂ）に注目しがちで
あったが、その事前（Ａ）事後（ ）に目を向
けるように変わった。事前の手立てや支援の工
夫を意識するようになった。
・困っている児童に対してどのアプローチがあっ
ているのかを多方面から考えるようになった。
・児童に対する支援の一つとして有効である。
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し、発達障害等の配慮を要する児童の場には、単な
る叱責は効果がないばかりか二次障害のきっかけに
なることも指摘されている。
それまでは、叱責をしたり、有効な手立てを講じ
ることができなかったりしていたが、ＡＢＣ分析に
より支援観の転換が図られたともいえよう。すなわ
ち、Ｂの行動を変えるためには、ＡとＣというその
前後の要因に目を向けるという時系列の支援の枠組
みが提示されることで、個に応じたより効果的な支
援の検討がなされ、児童の適切な行動の増加と問題
行動の減少につながったと思われる。
２．支援の具体化への効果
具体的には、適切な行動を引き出すためのアプ
ローチとして、Ａでは環境の整備や代替え行動の提
示、Ｃでは個に応じた称賛やがんばりカードの活用
など、それぞれの児童に応じた支援を整理して考え
ることができた。ＡＢＣの枠組みをリーフレットに
より見える化することで、支援の具体化が図りやす
くなったといえる。
３．今後に向けて
ＡＢＣ分析は個に応じた支援の検討としては十分
活用性がある。しかし、学級担任が一人で分析から
支援の検討を行うことは現時点では限界があるだろ
う。校内委員会や学年会で組織的にリーフレットの
活用する支援の検討が求められるだろう。
また、ＡＢＣ分析に多少の知見がある校内外のア
ドバイザー的存在の活用も含め、事例を積み上げて
いくことで適切な支援や更なる支援の多様性を図れ
るようになるであろう。
さらには、通常の学級の大人数の中でも無理なく
活用していくためには、学級の全児童に対して同時
に支援を行うクラスワイドな支援を考えていく必要
もある。それにより、個別的な支援もより効果が発
揮されるだろう。
あわせて、各事例については。時間的な制約もあ
り、十分なフォローアップ期を設定してない。ＡＢ
Ｃ分析の通常の学級や特別支援学級での展開にあ
たっては、支援介入後の経緯も含めて十分な実践的
な検証が求められよう。
ＡＢＣ分析は、支援を検討するための１つの方法
として、とても有効である。今後、通常の学校でも
認知が進み、教師が児童の適切な行動を引き出す指
導や支援を行うための一助になればと考える。
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